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介護現場をよくする管理職養成講座
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介護現場をよくする
虐待防止の具体策
■介護現場をよくする管理職養成講座
シリーズ 第７回

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社
代表取締役 榊原 宏昌
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■第1部 10:00〜11:30
zoomセミナー（参加者のお名前やお顔は出ません）
ご意見/ご感想/ご質問（チャット）に対しリアルタイムに応答
※「すべてのパネリスト」宛にチャットをお願いします

■第2部 11:30〜12:00
希望者による口頭でのご質問・ご相談・他の参加者との交流等
参加者のお名前やお顔は出ます（ビデオOFFは可能）

■事前に資料送付、セミナー後に「動画データ」と「資料」を送付します
※急用やネット環境不良等の場合は後日動画でご視聴下さい
※法人内のみのご活用にとどめて下さい

■動画＋資料は一般販売もさせて頂きます（以前のものもご視聴可能！）

ご受講にあたって
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講師プロフィール
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昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員
京都大学経済学部卒業後、特別養護老人ホームに介護職として勤務
社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、
有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の仕事に携わる
15年間の現場経験を経て、平成27年4月「介護現場をよくする研究・活動」を目的として独立

著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間300回を超える
4児の父、趣味はクラシック音楽。ブログ、facebookは毎日更新中、日刊・週刊のメルマガ配信中
Zoomセミナー、動画講座も配信中。介護の読書会、介護現場をよくするｵﾝﾗｲﾝ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ主催
天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/ 「天晴れ介護」で検索

■HMS介護事業コンサルタント ■WJU介護事業運営コンサルタント
■ＣーＭＡＳ介護事業経営研究会スペシャリスト ■全国有料老人ホーム協会 研修委員
■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師 ■一般社団法人 考える杖 理事
■稲沢市介護保険事業計画策定委員会、地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営協議会、地域密着型ｻｰﾋﾞｽ運営委員会委員
■出版実績：日総研出版、中央法規出版、ナツメ社、メディカ出版、その他多数
■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞
■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

はじめに
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管理職になったら何をどうすればよいのか？
管理職は現場において、どこにポイントを置いて指導すればいいのか？
こうしたことを教わる機会は意外に少なかったりします。

また、管理職を教えていく側、
管理職の上司の側においても、
どういうふうに教えていけばよいか
困っていることが多いものです。

このセミナーシリーズでは、
管理職の方と管理職の上司の方に向けて
介護現場をよくするために管理職が身につけたい
考え方と具体策をお話します。
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本日の内容

１．虐待とは何か？

２．介護現場の身近な事例から考える

３．不適切ケアとは何か？

４．性〇説に基づく、介護現場での多角的取り組み

6
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本日の内容

１．虐待とは何か？
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・仙台市健康福祉局介護保険課は2015年12月25日、株式会社〇〇（〇〇社⻑、東京
都〇〇2-6-1 〇〇ビル39階）が同市〇〇区内で運営する介護付き有料老人ホーム
「〇〇仙台」（同市〇〇6-7-1）に勤めていた20代の介護職員2人が入居者への虐待
をしていた等として、〇〇ホームの新規入居者の受け入れを一時停止とする行政処
分をくだした。効力停止期間は1月1日から3月31日までの3ヵ月間となる。

・市介護保険課などによると、当時28歳で介護福祉士資格をもつ元職員〇〇（同〇
〇区4丁目）が昨年8月31日午前4時ごろ、軽度の認知症を患う入居者の90代女性の
左ほおや左首下などを複数回にわたり平手打ちしたり足の裏で踏みつけたりするな
どし、全治3週間の打撲を負わせたとされる。当初の内部調査に対し、「知らない」
と否定していた〇〇容疑者だが、排せつ介助で女性の部屋を朝巡回で訪問した際に
「おむつなどがベッド脇に投げられていて、カッとなってたたいた」などと一転し
て虐待事実を認めていた。

介護の職員２人が虐待
仙台市の有料、一時停止処分

ケアマネドットコムより
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介護の職員２人が虐待
仙台市の有料、一時停止処分

ケアマネドットコムより

・虐待発覚のキッカケは昨年8月31日、別のホーム職員が入居女性のほおや首の下
に内出血があるのに気づいたことにあった。通報をうけて運営会社〇〇では、8月
31日当日中から〇〇ホーム施設内で内部調査を開始。9月15日までに運営法人〇〇
社側から仙台市に報告するとともに翌9月16日付で〇〇容疑者を懲戒解雇している。
・〇〇側から報告をうけた市介護保険課では、9月16日・17日と2日連続で実地調
査を実施し、虐待事実を確認。翌9月18日には市側から宮城県警仙台北警察署に情
報提供もなされ、仙台北署により傷害事件として立件可能性の有無が調べられた。
その入居者の90代女性の顔をたたいて大けがを負わせた傷害罪容疑で〇〇容疑者は
逮捕・略式起訴され、仙台簡裁から罰金50万円の略式命令を受けている。
・さらに〇〇による内部調査が進むうちに、当時19歳の別の男性介護職員について
も昨年8月上旬に入居者の80代女性の腹を強くつねるなどの虐待の疑いが浮上。こ
れも虐待案件として事業所側から市・警察当局に通報され、昨年12月に仙台区検に
より暴行容疑で書類送検。この元介護職員は内部調査に対し「腕をつかまれてイラ
イラした」などと暴行事実について認めていたという。この男性元職員についても
同じく昨年9月16日付で〇〇からすでに懲戒解雇されている。
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虐待防止、指導・監査の強化

10



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

その他、虐待事例
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その他、虐待事例
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その他、虐待事例
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虐待の件数（高齢者）虐待の件数
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虐待とは何か

15

種類 内容 例
身体的虐待 ☑相手の身体にケガをさせること

☑ケガをする恐れのある暴力
☑つねる、叩く、蹴る
☑無理矢理食事を口に入れる
☑縛る（身体拘束が含まれる）

介護や世話の
放棄・放任

意図的であれ結果であれ
☑衰弱させるような著しい減食
☑⻑時間の放置
☑他者の虐待行為を知っていながら放置

☑水分や食事を十分に与えない
☑入浴しておらず汚れ、異臭
☑ゴミが放置など劣悪な環境
☑介護サービスを使わせない

心理的虐待 ☑著しい暴言
☑拒絶的な対応

☑怒鳴る、ののしる
☑失敗などを嘲笑する
☑子ども扱いする
☑無視する

性的虐待 ☑合意なくわいせつな行為をすること、
させること

☑キス
☑性器への接触
☑下半身を裸にして放置
☑排泄ケアの際にプライバシーを守らない

経済的虐待 ☑財産を不当に処分
☑不当に財産上の利益を得ること

☑必要なお金を渡さない
☑自宅などを無断で売却
☑年金や貯金を本人の意思や利益に反して使う

財団法人医療経済研究機構「家庭内における高齢者虐待に関する調査」（平成15年度）
伊藤亜記「介護職が辞めない職場作り」（秀和システム） を参考に改編



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

本日の内容

２．介護現場の身近な事例から考える
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身近な例から考える

17

☑18年前のこと……特養の介護職として新人研修中の話
ショートステイ利用中の方から
「家へ「〇〇」をしたい」と頼まれた

☑要介護状態になり施設などを利用するようになると
当たり前のことが当たり前でなくなる……なぜ？
「〇〇〇」が理由であることがほとんど

☑介護者側が一方的に決めているもの
「〇〇」の量や内容、「〇〇」の時間帯や頻度、
「〇〇」による排泄や入浴介助
「〇〇〇」に行くタイミング、「〇〇」頻度、
玄関やエレベーターに「〇」

電話

認知症

食事 入浴

異性

トイレ 外出

鍵
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本日の内容
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☑利用者さんの行動を、禁止する、制限する、制止する、力ずく
私たち介護職側も、はじめは「○○○」があったはず…
変に「〇〇〇」しまうことってないですか？
「〇〇」だから、「〇〇」ないから…
どうせ「〇〇〇〇〇」から、「〇〇〇」しまうから…？？？

☑ただし、決して悪意で行っているわけではない
そもそもの目的は何だったのか？
「〇〇」、「〇〇」
利用者さんのためだったはずなのに…
利用者さんの「〇〇」になって考えてみると
おかしな話がいっぱい…

抵抗感

慣れて

必要 仕方

分からない 忘れて

安全 健康

立場
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本日の内容

３．不適切ケアとは何か？
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虐待と不適切ケア
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症状

不適切ケアが生む悪循環

21
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パーソンフッドが損なわれ、認知症の人と介護者の間に悪循環が起こる原因
となるものは「悪性の社会心理」と名付けられた。（下表）

不適切ケアが生む悪循環

22



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

不適切ケアとは

× ○
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例えば、不適切な言葉遣い、と言われたら……
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説明

見学

本人

実施

先輩

確認 適切な言葉遣い　・　理由

1 □ □ □ ○○お願いしてもよろしいですか

2 □ □ □ しばらくお待ち頂けますか

3 □ □ □ すっきりされましたね

4 □ □ □
少しお待ち頂いてよろしいですか？すぐにお伺いし
ますね、～なので○分までお待ち頂けますか？

5 □ □ □
どうされましたか？、お手伝いしますのでしばらくお待
ち頂けますか？

6 □ □ □ どちらへ行かれますか？

7 □ □ □ 気持ち悪かったですね、お着替えしましょうか

8 □ □ □ ○○したかったんですね

9 □ □ □ ー

10 □ □ □ ー

11 □ □ □
今、トイレから出たところですが、尿意がありますか？
お腹の調子悪いですか？

12 □ □ □ ゆっくりどうぞ

13 □ □ □
脱水になるといけませんので、こまめに飲んで下さい
ね

14 □ □ □
こちらで拾いますから、大丈夫ですよ。ありがとうござ
います。

15 □ □ □ お口を開けて頂けますか？

不適切な言葉遣い

○○やって！、○○やってください

じっとしててください

（排便）いっぱい出たね、わーすごい！

ちょっと待ってて

（勝手に）立ったらだめ

（床に落ちたものを食べようと）汚いから食べない
で

あーんして下さい

危ないから立たないでください

パンツ汚しちゃって・・・

なんでこんなことするの！？

ちゃんと立って！重いでしょ！

私早く帰りたいから、ちゃんと食べて！

また（トイレに）行くの！？　本当に出るの？

早くしてください

水分とらないと死んじゃうよ

不適切な言葉遣い

24



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

みんな違うことからスタート
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☑みんな違うことをまず認識する

☑みんな違うからこそ、共通の基準が大切
違うからこそ「○○○○○」！

☑不適切ケアの基準を決める
不適切な□□シリーズを、1年かけて取り組んだ

はなしあう
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介護という仕事
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4月 不適切ケア 表情・態度編
5月 不適切ケア 身だしなみ編
6月 不適切ケア 食事ケア編
7月 不適切ケア 排泄ケア編
8月 不適切ケア 入浴ケア編
9月 不適切ケア 移動編
10月 不適切ケア レクリエーション編
11月 不適切ケア 送迎編
12月 不適切ケア 夜間編
1月 不適切ケア 会話編
2月 不適切ケア 見守り編
3月 不適切ケア 相談援助編

不適切ケアシリーズ年間計画
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介護という仕事
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これって不適切？

☑テレビをつけたままで食事介助を行う

☑車いすを他の利用者さんが押してあげる

✕ 食事に集中できない、誤嚥の危険性

〇 雰囲気、話題

〇 観たい番組がある

△ もともとの生活習慣

✕ 職員だけがテレビを観ている！？

✕ ぶつかる、手を車輪にはさむなどのリスク

〇 人の役に立ち、喜ばれる「役割」となっている

➢見守り行う、手を添える、組合せ配慮、屋内に限定
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介護という仕事
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言葉遣いが丁寧、の意味

☑言葉遣いを丁寧にすると、行動も丁寧になる、という法則

☑「丁寧な言葉遣いの施設ですね」と褒められる……
一般的なサービス業でありえるだろうか？？？

☑環境整備（整理・整頓・清掃・清潔）や
接遇（挨拶・言葉遣い・身なり・表情・態度）などの
目に見えるものをきちんとすることの重要性

☑ある先生が言われた「いい有料老人ホームの見分け方」とは？
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介護という仕事
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参考資料
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介護という仕事

■介護の仕事は、「人を相手として、人の手によって行われる」
対人サービスです。

■そのため、職員個々の資質や能力が、そのままサービスの質に
結びつきます。

■介護職員は、介護従事者として、守るべき倫理的価値と、
取るべき行動とは何かを考え、自らを律する必要があります。

■利用者の尊厳の保持、自立支援、個別性を基本とした良質で
適切なサービスを提供するために、介護職員として、基本的な
知識・技術・価値観を身につけましょう。

「クイズで分かる 介護職員 しごとの心得」第一法規出版 より

介護という仕事

35
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介護という仕事
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☑法律の定義にあてはまらない場合、対応は必要ない？？？

☑高齢者虐待を「高齢者が他者から不適切な扱いにより
権利利益を侵害される状態や、生命・健康・生活が損なわれる
ような状態に置かれること」と広く捉える

☑法の規定からは虐待にあたるかどうか判別しがたくとも、
同様に防止・対応をはかることが必要

出典：厚生労働省老健局
『市町村・都道府県における高齢者虐待への対応と養護者支援について』2006

虐待防止について
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介護という仕事
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虐待防止について
☑「養介護施設従事者等による高齢者虐待」における通報の義務

→虐待を受けたと「思われる」高齢者を発見⇒市町村へ通報

☑一般の場合は、生命・身体に重大な危険 → 通報義務
それ以外の場合 → 通報は“努力”義務

☑養介護施設従事者等の場合は、自分が働く施設等で発見した場合
重大な危険の有無に関わらず、通報義務（≠努力義務）が生じる

（高齢者虐待防止法第21条第1項）

☑通報等を行うことは、守秘義務に妨げられない
（高齢者虐待防止法第21条第6項）

☑通報したことによる不利益な扱い（解雇、降格、減給など）は
禁止（虚偽・過失を除く）

（高齢者虐待防止法第21条第7項）
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本日の内容

４．性〇説に基づく、介護現場での多角的取り組み

38
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介護という仕事

39

多角的取り組み
☑腰痛や生活リズムの乱れ

→肉体労働の一面、確かな技術、業務改善
☑対人援助による精神的負担

→感情労働の一面、特に認知症ケアの場合は確かな知識が求められる
（教育・研修の必要性）

☑制度面での職場環境
→安心して働ける職場環境か見直し

給料、時間外手当、休み、休憩、シフトの組み方
相談窓口、指示命令系統

☑人間関係面での職場環境
→介護の仕事の評価、会議、面談

☑特に入居系であれば、外部の目を入れる工夫
→家族や地域の方が日常的に関わる仕掛けづくり

利用者さんが喜ぶ取り組みなら一石二鳥、一石三鳥？
☑仕事・家族・体調の３つのバランス
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生活歴・生活習慣の把握
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介護という仕事

41

感情労働とケアする人のケア

・感情のコントロールが必要で、求められる感情表現が決まっており、自分
の気持ちに関係なくその役割を果たすことが要求される仕事のことを感情労
働という

・その感情表現が業務の質や成果を決める。「人」が業務の対象になるとい
うのも特徴

・感情コントロールのスキルを身に付けておく必要がある。言い換えると、
演技するスキルともいえる

・人の感情に直に関わることができる仕事のためやりがいはあるが、仕事と
プライベートの切り替えが難しく、時にストレスをためてしまいバーンアウ
トに至る可能性もある

・「ケアする人のケア」が大切
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Npo法人日本介護医療マネージメント研究所 外川聖仁氏の資料を参考に作成

面談・対話の重要性
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少人数ケアのリスク

43

☑小規模な事業所においてはケアをマンツーマンで行うことが多いので、
先輩の方法を見て学ぶ機会が少なく、どんどん自己流になってしまう

☑入浴介助を集団ケアでなくマンツーマンで行うことはとても丁寧で
よい介護とされ、従来の大規模施設でのケアへの反省から生まれたもの

☑しかし、職員の学ぶ機会を失っていることにも注意する必要がある。
入浴ケアに限らず、居室内での移乗、通所サービスなら送迎、１人夜勤など

☑先輩や上司と組んでケアをする機会が乏しいため、よいケア方法を
学ベないリスクがあることを把握しておく

☑一人でケアを行う場面が多いということは、モラルの低下にもつながり
かねない。手抜きができる状況、不適切ケアや虐待なども起こりやすくなる
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パワハラ防止の具体策
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パワハラ防止の具体策
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パワハラ防止の具体策
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パワハラ防止の具体策
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参考：神奈川県 高齢者虐待防止の取組みに関する調査
施設長・管理者向け／スタッフ向け

https://www.pref.kanagawa.jp/uploaded/attachment/534793.pdf
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アンケート例
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アンケート例
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パワハラ防止の具体策
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パワハラ防止の具体策
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パワハラ防止の具体策
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パワハラ防止の具体策
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パワハラ防止の具体策
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本日の内容

１．虐待とは何か？

２．介護現場の身近な事例から考える

３．不適切ケアとは何か？

４．性〇説に基づく、介護現場での多角的取り組み

55
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講演・コンサルティング実績と主なテーマ
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著書・雑誌連載
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天晴れ介護サービスのオンライン企画
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１．現場力強化シリーズ（管理者向け、ケアマネ向け、新人向けなど）
２．経営力強化シリーズ（事業経営実践塾等）
３．法定研修シリーズ（身体拘束、虐待、個人情報等）
４．ニュースまとめ（月１回のマンスリージャーナル、facebookライブ）
５．ビジネススキル（社会人として身につけておきたい基本）
６．マニュアル・データシリーズ（経営力向上に資するマニュアルやデータ）
７．テーマ別グループコンサルティング（5人限定）
８．個別相談会（無料、月5名程度）
９．セミナーダイジェスト（facebookライブにて）
10．対談シリーズ（facebookライブにて）

➢１回２時間程度
➢顔出し・名前出しなし！
➢セミナー終了後に「動画」と「資料」を

お送りしますので、当日都合が悪い方もご受講頂けます
➢法人内研修にもご活用頂けます
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11月のオンライン企画（詳細はHPより）
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➢11月7日（土）
10：00〜12：00 小規模多機能セミナー（第5回）家族支援／地域連携／個別ケア
19：30〜21：30 ケアマネジャー向けセミナー（第7回）基本報酬・加算・減算

➢11月14日（土）
21：00〜22：00 facebookライブ（10月のzoomセミナーダイジェスト）
※職場をよくする対話型リーダーシップ実践会限定

➢11月21日（土）
10：00〜16：00 zoom無料相談会（お一人様30分）５枠
21：00〜22：00 facebookライブ（マンスリー・ジャーナル11月号）

➢11月27日（金）
13：30〜17：00 医療・介護・福祉業界で「個人」としてのキャリアを考えるシリーズ

➢11月29日（日）
10：00〜12：00 管理職向けセミナー（第7回）不適切ケアと虐待防止
14：00〜16：00 介護現場をよくするマニュアルシリーズ（ケアマネジメント編）
19：30〜21：30 法定研修シリーズセミナー（第5回）認知症ケア③BPSDのケア
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12月のオンライン企画（詳細はHPより）
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➢12月7日（月）
21：00〜22：00 facebookライブ（11月のzoomセミナーダイジェスト）
※職場をよくする対話型リーダーシップ実践会限定

➢12月12日（土）
10：00〜12：00 小規模多機能セミナー（第6回）サ高住併設／サテライト／共生型
14：00〜16：00 コロナ対策マニュアル「介護現場編」改訂版
19：30〜21：30 ケアマネジャー向け（第8回）必要書類整備が標準となる仕組み

➢12月26日（土）
10：00〜12：00 管理職向けセミナー（第8回）身体拘束防止
13：30〜17：00 医療・介護・福祉業界で「個人」としてのキャリア第２回
19：30〜21：30 介護現場をよくするマニュアルシリーズ（CMケアプラン編）

➢12月28日（月）
10：00〜16：00 zoom無料相談会（お一人様30分）５枠
21：00〜22：00 facebookライブ（マンスリー・ジャーナル12月号）
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介護現場をよくする管理職養成講座
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